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地域の復興に貢献する 

石巻ブロック災害廃棄物処理業務 

 

①出身地 ②主な職歴 ③趣味･特技 ④抱負 

次長 南 誠信 小川浩司 

①
富
山
県
南
砺
市  

 

②
技
術
研
究
所(

海
洋
水
理)

、 

 

民
鉄
・
Ｊ
Ｒ
営
業
線
近
接
工
事 

 

 
(

駅
部
高
架
化
・
改
良
工
事
他
、 

 

線
路
下
横
断
工
、
再
開
発
関
連
） 

 

安
全
環
境
部 

③
週
末
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
美
術
鑑
賞 

 
(

最
近
で
は
東
山
魁
夷
展)   

 

④
石
巻
の
復
旧
・
復
興
に
少
し
で
も 

 

貢
献
で
き
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら 

 

尽
力
し
ま
す
。 

 

  
 

  
 

―12月の主な予定― 
 

12/1  ＳＭＢＣ日興証券視察 

12/1  国交省東北地方整備局 塩釜港湾・ 

    空港整備事務所 

12/3  安全大会 

    石巻市企画部秘書広報課視察 

12/4  復興庁宮城振興局視察 

12/5  ＭＩＤ視察 

12/6  鹿島安全パトロール 

12/15 一般開放ＤＡＹ 

12/20 暴排・災害防止協議会 

12/28 仕事納め（年末年始休暇～1/6） 

 
①
大
阪
府
八
尾
市 

 
 

②
ア
ス
ベ
ス
ト
無
害
化
処
理
事
業
の 

 

検
討
、
バ
イ
オ
燃
料
製
造
技
術
開 

 

発
・
事
業
化
検
討
、
微
量
Ｐ
Ｃ
Ｂ 

 

汚
染
ト
ラ
ン
ス
処
理
事
業
検
討
、 

 

風
力
発
電
大
臣
認
定
申
請
・
営
業 

 

業
務 

 

③2

サ
ッ
カ
ー
・
空
手
・
ブ
レ
イ
ク 

 

ダ
ン
ス  

 

④
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
時
、
膨
大
な 

 

廃
棄
物
量
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。 

 

地
元
の
皆
様
が
早
く
元
の
生
活
に 

  

戻
れ
る
よ
う
、
日
々
粉
骨
砕
身
で 

  

頑
張
り
ま
す
。
ま
た
せ
っ
か
く
の 

  

石
巻
で
の
生
活
で
す
の
で
、
海
の 

  

幸
含
め
、
観
光
な
ど
楽
し
み
た
い 

  

と
思
い
ま
す
。 

  
 

  
 

 

秋
の
火
災
予
防
運
動
行
事
の
一
環
と
し
て
石
巻
消
防
署
が

行
っ
て
い
る
恒
例
行
事
「
一
日
消
防
署
長
」
に
、
当
Ｊ
Ｖ
事

務
所
の
佐
々
木
千
晶
さ
ん
が
選
ば
れ
、
１
１
月
９
日
に
消
防

署
長
業
務
を
行
い
ま
し
た
。
石
巻
消
防
署
で
委
嘱
状
の
交
付

を
受
け
た
後
、
市
役
所
を
訪
れ
て
亀
山
市
長
に
表
敬
訪
問
、

そ
の
後
石
巻
駅
前
や
Ｊ
Ｖ
事
務
所
、
一
次
仮
置
場
等
で

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
て
火
災
予
防
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

不
良
土
・
汚
泥
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
行
う
自
走
式
の
土
質
改
良

機
で
す
。 

 

当
現
場
で
は
、
土
壌
洗
浄
設

備
に
設
置
し
て
い
る
濁
水
処
理

プ
ラ
ン
ト
か
ら
発
生
す
る
汚
泥

（
脱

水

ケ

ー

キ
）
に

不

溶

化

剤
・
固
化
材
を
混
合
し
て
良
質

な
改
良
土
へ
の
改
質
に
使
用
し

て
い
ま
す
。 

 

第３回 技術助言委員会を開催 

佐
々
木
千
晶
さ
ん 

 

１
日
消
防
署
長
に
！ 

 

１
１
月
２
５
日
、
第
３
回
技
術
助
言
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

本
委
員
会
は
、
今
回
の
業
務
が
、
膨
大
な
量
の
災
害
廃
棄
物
を
わ
ず 

か
２
年
と
い
う
短
期
間
で
処
理
を
行
う
た
め
の
プ
ラ
ン
ト
建
設
・
施 

設
運
営
業
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
最
新
の
技
術
・
工
法
を
駆
使 

し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
一
方
、
業
務
完
了
後
に
は
焼
却
炉
を 

含
め
様
々
な
処
理
プ
ラ
ン
ト
の
す
べ
て
を
解
体
し
、
後
に
は
何
も
残 

せ
な
い
と
い
う
極
め
て
特
殊
な
業
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
処
理 

に
つ
い
て
大
学
教
授
等
の
関
連
分
野
の
専
門
家
に
見
て
い
た
だ
き
な 

が
ら
幅
広
い
意
見
・
助
言
を
い
た
だ
く
こ
と
と
、
施
設
は
な
く
な
っ 

て
も
今
回
の
経
験
を
通
じ
て
得
る
こ
と
が
で
き
る
廃
棄
物
処
理
に
関 

す
る
新
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等
、
何
か
将
来
に
残
せ
る
も
の
は
な
い
の 

か
と
い
う
こ
と
を
学
・
民
が
連
携
し
て
検
討
す
る
場
と
し
て
半
年
に 

一
度
の
頻
度
で
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
委
員
会
で
は
焼
却
灰
の
造
粒
固
化
に
関
す
る
技
術
な 

ど
災
害
廃
棄
物
の
有
効
利
用
に
関
す
る
様
々
な
検
討
が
取
り
上
げ
ら 

れ
る
と
共
に
「
地
震
・
津
波
・
放
射
能
に
よ
る
同
時
被
災
は
人
類
初 

の
出
来
事
で
あ
り
、
今
回
我
々
が
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
の
か
と
い 

う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
残
し
、
今
後
予
想
さ
れ
る
東
海
・
東
南
海
・ 

南
海
地
震
な
ど
に
役
立
た
せ
て
欲
し
い
。
」
等
の
意
見
を
い
た
だ
い 

て
い
ま
す
。
３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｇ
工
法
を
応
用
し
て 

 

土
壌
洗
浄
後
の
洗
浄
砂
・
再
生
礫
と
セ
メ
ン
ト
を
混
合
し
て
防
潮
堤 

を
造
る
技
術
等
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

一
般
開
放
Ｄ
Ａ
Ｙ
（
初
回
は
２
３
名
が
参
加
） 

亀山市長に表敬訪問 

ＪＶ事務所前で火災予防をＰＲ 

働
く
機
械
シ
リ
ー
ズ
⑩

働
く
機
械
シ
リ
ー
ズ
⑩

働
く
機
械
シ
リ
ー
ズ
⑩   

リ
テ
ラ

リ
テ
ラ

リ
テ
ラ   

Ａ
ヤ
ー
ド
航
空
写
真
（
２
０
１
２
年
１
１
月
１
５
日
撮
影
） 

焼却炉をバックに記念撮影 

改
良
後
の
汚
泥 

汚
泥
を
改
良
処
理
中
の 

リ
テ
ラ 

 

１
１
月
１
７
日
、
一
般
公
募
に
よ
る
施
設
見
学

会
「
一
般
開
放
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

小
雨
の
降
る
中
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
次
回
は
１
２
月
１
５
日(

土)

の

予
定
で
す
の
で
是
非
ご
応
募
下
さ
い
。 

 

 

見
学
会
へ
の
申
込
み
・
お
問
合
せ
は
、
宮
城
県

内
支
援
チ
ー
ム
視
察
対
応
窓
口
（
０
２
２
‐
２
１
１

‐
２
１
２
２
）
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

佐々木千晶さん一日消防署長に 

第3回となる今回は技術助言委員６名と 

ＪＶから31名の計37名が出席 

土壌洗浄後の洗浄砂・再生礫を使用 

したＣＳＧ工法と、焼却灰による 

流動化処理土を適用してモデル施工 

を行った試験構造体の視察の模様 


